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“見取り”から遠ざかるお寺
　現代人は長寿になり、死のあり方も変化していま
す。
　その変化のひとつに、亡くなるまでの時間の多く
を、介護施設で暮らす人が増えているということがあ
ります。死ぬまでの数年間を施設で暮らしていると、
地域やお寺とは交流が無くなってしまいます。お寺と
しては、しばらく会わないなと思っていたら、葬儀の
連絡が来て、初めて具合が悪かったことを知るという
ケースが一般的になりつつあります。
　お寺はこうした状況の中、ますます“看取り”から遠
ざかっているのです。これは同時に、僧侶が死の専門
家として期待されなくなりつつあることも意味してい
ます。
　どんなに親しい檀家であっても、具合が悪くなって
周囲が死を覚悟するような時が来ても、お寺に悩みを
相談することはほとんどありません。相談があっても、
それはお葬式の準備ということが多いと思います。
　現代では、僧侶は、人が死んでからしか、つきあう
ことができないというのが現実です。人が死に至るプ
ロセスで、僧侶が関われることはほとんどありませ
ん。“看取り”の現場は、介護施設にあるのです。

介護の世界は制度が複雑でわかりにくい
　しかし、逆に考えれば、介護の現場とお寺が協働で
きれば、お寺が“看取り”に関われるチャンスが生まれ
るのではないでしょうか。
　実際、そう考えたことのある僧侶も多いと思いま
す。
　ただ現実として、介護の世界は制度が複雑で、全
容を理解するのが簡単ではありません。介護業界と
何らかの協働をしていこうと考えたが、途中であきら
めたという人も少なくないはずです。どんな組織と、ど
うやって関わればいいのかが、わかりにくいのです。

第２１回のテーマは 「福祉の現場とお寺の恊働から生まれるもの
　　　　　　　　　──介護業界との対話を通して」
　

　　　　　 　　　　講師
　　　　　　   川畑誠志氏（人とくらしラボ 代表）
　　　　　　   吉川美津子氏（葬儀ビジネス研究所 代表）
　 

■介護の現場が宗教者に求めること
■介護との協働は「看取り」に関われるチャンス
■お寺が介護業界と関わる方法
■介護の現場から提言を
■普通のお寺が目指す“看取り”

１２月６日（木）開催

介護福祉の専門家といっしょに考える
　そこで今回の葬式仏教価値向上委員会では、介
護福祉コンサルタントをして活躍している川畑誠志
氏（株式会社 人とくらしラボ 代表取締役）と、社会
福祉士であり、葬儀・お墓・終活ビジネスコンサルタ
ントでもある吉川美津子氏（葬儀ビジネス研究所代
表）の二人をお呼びして、お寺が介護業界とどう接
点を持つべきかについて、提言をしていただきます。

お寺が関わることのできる様々な可能性
　介護の現場とお寺は、様々なレベルで関われる可
能性があります。
　もちろん、日常的な寺院活動の延長線で関わるこ
とも可能です。介護の場としてお寺を利用してもら
うという方法もあります。
　本格的なものとしては、お寺が事業主体になるこ
とだって考えられます。例えば、居宅介護支援事務
所となることができたら、お寺が地域の介護の中心
的な存在になることだってできるのです。

死んでからでは無く、終末期から関わるために
　講義では、介護業界の仕組みをはじめ、現在、介護
の現場で問題になっていること、介護の現場が宗教者
に求めることなどについて解説していただきます。
　またお寺に対する提言をしていただくと同時に、
講師を交えたディスカッションを経て、お寺と介護
の新しい関わり方を探っていきたいと思います。
　檀家の人たちと、地域の人たちと、死んでからでは
無く終末期から関わることができれば、葬儀という
場面でのお寺の価値が飛躍的に高まってくるでしょ
う。
　ぜひ研究会にご参加いただき、古くて新しいお寺
のあり方について考えていただければ幸いです。


